
介護職員等処遇改善加算の見える化について 

 

 

1.介護職員等処遇改善加算について 

 

 

介護職員の処遇改善については、これまで処遇改善関係の加算の創設・拡充により推進が図られ、

令和 6年に処遇改善関係の加算の統合・拡充がされ介護職員等処遇改善加算が創設されました。  

更なる処遇改善を図ることが急務となっていることから令和 9年度の介護報酬改定を待たず    

令和 8年 6月より期中改定がなされ、介護職員等処遇改善加算（以下、加算）の拡充が図らました。 

当事業所では、職員の賃金体系の整備、計画的な研修機会の提供などの職場環境整備を行い、  

各事業所において加算の算定要件を満たしていることから、下記加算を算定しております。 

 

 

 

特別養護老人ホーム 弥栄の郷 処遇改善加算Ⅱロ 

弥栄の郷 短期入所生活介護 処遇改善加算Ⅱロ 

弥栄の郷 デイ・サービスセンター 処遇改善加算Ⅲ 

 

 

2.見える化要件について 

 

加算の算定要件の【見える化要件】について、加算の算定状況および職場環境の改善にかかる  

取り組み内容について、ホームページなどへの掲載により公表する事が条件とされていることから 

以下の通り公表いたします。 

 

 
 

入
職
促
進
に
向
け
た
取
組 

法人や事業所の経営理念やケア方針・

人材育成方針、その実現のための施

策・仕組みなどの明確化 

年度ごとに事業計画を作成し、理念の再確認を実

施。年度始めの全体職員会などで目標・ケア方針・

人材育成方針などを明確化している。 

他産業からの転職者、主婦層、中高年

齢者等、経験者・有資格者等にこだわ

らない幅広い採用の仕組みの構築 

（採用の実績でも可） 

どのような方であっても、弥栄の郷の理念や方針を

理解し共感を得ることができれば、多大なる力を 

発揮していただける可能性を秘めている。幅広い採

用は、今後発展していく上で必要であり、   

【共育】の視点を持ち積極的に実施していく。 

職業体験の受入れや地域行事への参加

や主催等による職業魅力度向上の取組

の実施 

職業体験の受け入れについては、地域内外を問わず

ご要望に応じて可能な範囲で受け入れを実施してい

る。地域や職業訓練校への講話をはじめ、毎年、 

法人主催のバザーなどを開催し、地域の方との交流

を図っている。 
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や
キ
ャ
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支
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向
け
た
支
援 

働きながら介護福祉士取得を目指す者

に対する実務者研修受講支援や、より

専門性の高い介護技術を取得しようと

する者に対するユニットリーダー研

修、ファーストステップ研修、喀痰吸

引、認知症ケア、サービス提供責任者

研修、中堅職員に対するマネジメント

研修の受講支援等 

近隣訓練校協力の元、希望者や推薦者については受講

料事業所負担にて介護福祉士実務者研修受講を実施

（規定あり） 

喀痰吸引研修については、主に大阪府社会福祉協議会

開催の研修を受講、実地研修については当施設指導 

看護師により実施。その他、認知症基礎研修やキャリ

アに合わせたWEB研修の受講も実施している。 

上位者・担当者等によるキャリア面談

など、キャリアアップ・働き方等に関

する定期的な相談の機会の確保 

常勤的非常勤や短時間パートについては、契約更新前

の面談にて働き方に関する希望などを確認。    

正規職員については、記載したキャリアシートに  

沿って期首、期末面談を実施している。 

両
立
支
援
・
多
様
な
働
き
方
の
推
進 

子育てや家族等の介護等と仕事の両立

を目指す者のための休業制度等の充

実、事業所内託児施設の整備 

育児・介護休業制度、介護休暇、子の看護等休暇を整

備し規程を明確化している。それらによる多様な働き

方が可能な人事制度を整備している。 

職員の事情等の状況に応じた勤務シフ

トや短時間正規職員制度の導入、職員

の希望に即した非正規職員から正規職

員への転換の制度等の整備 

個々の事情により勤務シフトを変更する際は、単発的

なものか継続的なものかを含め、上長へ相談し対応を

図っている。 

正規職員への転換については、公募後、レポートの提

出、内部面談、施設長から理事長へ起案書を提出し、

本部面談後に転換する仕組みを整備している。 

有給休暇の取得促進のため、情報共有

や複数担当制等により、業務の属人化

の解消、業務配分の偏りの解消を行っ

ている 

専門職種の特性上、属人化されやすい傾向は否めない

が、ICTなどによる情報共有含め、職員間の顔の見え

る関係づくりを行い、偏りが生じないよう取り組んで

いる。 

 
 

 
 

腰
痛
を
含
む
心
身
の
健
康
管
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業務や福利厚生制度、メンタルヘルス

等の職員相談窓口の設置等相談 体制

の充実 

業務やメンタルヘルスを含む相談窓口については、 

対面のみならず、メールによる相談窓口を設置してい

る。その他、メンタルヘルスアンケートについては年

1回実施している。 

短時間勤務労働者等も受診可能な健康

診断・ストレスチェックや、従業員の

ための休憩室の設置等健康管理対策の

実施 

希望者については雇用形態に関係なく、年 1回全職種

を対象に健康診断を実施。（事業所負担） 

談話室の一部を休憩スペースとして整備している。 

職員の身体の負担軽減のための介護技

術の修得支援、職員に対する腰痛対策

の研修、管理者に対する雇用管理改善

の研修等の実施 

負担軽減のため腰痛予防研修や、WEB研修によるボデ

ィメカニズム研修を実施。 

管理者や事務主担については、本部、社会保険労務士

による研修を受講している。 

事故・トラブルへの対応マニュアル等

の作成等の体制の整備 

事故については、事故対応マニュアルに沿って対応

し、月 1回の事故防止安全対策委員会にて検証を行っ

ている。トラブルについては、苦情解決責任者、担当

者など協議をする仕組みを整備している。 

 

 



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
産
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上
の
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め
の
取
り
組
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厚生労働省が示している「生産性向上

ガイドライン」に基づき、業務改善活

動の体制構築（委員会やプロジェクト

チームの立ち上げ、外部の研修会の活

用等）を行っている 

業務改善員会にて、現状や課題の抽出を行い、改善を

図っている。また、これらの内容を介護スタッフ会議

にて共有し実施している。必要に応じて随時、見直し

を図っている。 

現場の課題の見える化（課題の抽出、

課題の構造化、業務時間調査の実施

等）を実施している 

業務改善員会にて課題の見える化を図り、改善へ向け

協議を図っている。 

業務手順書の作成や、記録・報告様式

の工夫等による情報共有や作業負担の

軽減を行っている 

介護ソフトへの記録により、多職種間における情報 

共有が図られているため情報共有にかかる時間の短縮

に繋げている。 

介護ソフト（記録、情報共有、請求業

務転記が不要なもの。）、情報端末（タ

ブレット端末、スマートフォン端末

等）の導入 

介護ソフトを使用することでパソコンのみならず、 

インカムに連動しているスマートフォンによる入力が

可能となっており、Wi-Fi が稼働している場所であれ

ばどこでも入力するこができる。 

介護ロボット（見守り支援、移乗支

援、移動支援、排泄支援、入浴支援、

介護業務支援等）又はインカム等の職

員間の連絡調整の迅速化に資する ICT

機器（ビジネスチャットツール含む）

の導入 

介護ロボットとして眠りスキャンを使用し、入居者様

の睡眠、覚醒の状態をデータにて把握する仕組みがあ

る。 

職員間の連絡については、インカムを導入することに

より、情報伝達や確認の迅速化が図れる仕組みとなっ

ている。 

業務内容の明確化と役割分担を行い、

職員がケアに集中できる環境を整備。

特に、間接業務（食事等の準備や片付

け、清掃、ベッドメイク、ゴミ捨て

等）がある場合は、いわゆる介護助手

等の活用や外注等で担うなど、役割の

見直しやシフトの組み換え等を行う。 

清掃、ゴミ捨て、洗濯などの業務については、 

別途介護助手の業務として位置付けており、可能な限

り介護に集中できるよう役割分担を行っている。 

リネン交換については、職員で実施しているが、 

月のうち一回については、民生委員児童委員協議会の

方によるボランティアにより賄っていただいている。 

 

や
り
が
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・
働
き
が
い
の 

醸
成 

ミーティング等による職場内コミュニ

ケーションの円滑化による個々の職員

の気づきを踏まえた勤務環境やケア内

容の改善 

代表者会議やケアスタッフ会議、その他、各種委員会

にて議論を交わす場を設けており、それらを通じて得

た提案や意見を共有し改善に取り組んでいる。 

地域包括ケアの一員としてのモチベー

ション向上に資する、地域の児童・生

徒や住民との交流の実施 

見学者やボランティア活動については積極的に受け入

れている。また、地域の要望に合わせ出前講座も受け

入れており、一部の職員のみならず様々な職員が出向

きお話させていただく機会を設けている。 

利用者本位のケア方針など介護保険や

法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提

供 

年度初めの全体職員会や、入職時オリエンテーション

にて理念や方針、介護保険制度に触れる機会を設けて

いる。 

ケアの好事例や、利用者やその家族か

らの謝意等の情報を共有する機会の 

提供 

謝意等の情報共有については、介護ソフトへ記載するほか、

手紙やメモであった場合も共有している。一部の職員のみが

感謝されることのないよう共有に努めている。 


